
編集後記 

 

 

石橋良信教授、遠藤銀朗教授が定年でご退職されることを記念して、平成 28年 2月 13

日ハーネル仙台において TGしびる会、TGしびる技術士会の主催で退職記念講演会が開催

されました。この講演集はそのときの両教授のご講演を記録したものです。 

石橋良信教授、遠藤銀朗教授にはお忙しい中で時間を割いて貴重なご講演をいただきま

した。またこの講演集をまとめるにあたり、たいへん親切なご指導を受けました。本当に

ありがとうございました。 

 

石橋良信教授はご自身を、いつもなんでも最初にトライするファーストペンギンであり

東北大学の故佐藤敦久先生の研究室の第１号としてドクターを取得されたこと、そのとき

始めたかび臭に始まりクリプトスポリジウムまでの研究を、研究が１テーマ１０年と言わ

れている中で一生やってしまったことを語られました。当時の私はファーストペンギンと

いう言葉を知りませんでしたが、一見不可能と思えることでも意を決してチャレンジすれ

ば将来は開けることを 32歳の若き講師、石橋良信先生に教えていただきました。ありがと

うございました。また、かび臭の研究ではそのころ同じ故佐藤敦久先生の研究室に属して

おり、釜房ダムや七ヶ宿ダム、漆沢ダムで研究のお手伝いをしたことを懐かしく思い出し

ました。 

 遠藤銀朗教授は東北学院大学、東北大学でもご一緒する機会がなく講演会で初めてお会

いしたこと、誠に申し訳ありませんでした。また突然のお願いにも関わらず、講演集の推

敲のお願いを快くお引き受けいただいたこと、ありがとうございました。水銀やヒ素の被

害と除去はいま世界中で問題になっているばかりか、足元の日本でも札幌市などで問題を

抱えており、たいへん興味深く聞かせていただきました。遠藤銀朗先生の水銀やヒ素のご

講演を家で改めて聞き直したことが、この講演集を作るきっかけになりました。 

 

最後になりましたが、先生方のご講演が東北学院大学工学部土木工学科（現、環境建設

工学科）の卒業生や学生の皆さんが今後のお仕事やご学業を展開する上での有意義なもの

になればこの上なく幸いに存じます。 

 石橋良信先生、遠藤銀郎朗先生、本当に長い間ありがとうございました。 

 

（追記） この講演会を企画していただいた TG しびる会会長の笠松直生さん、副会長の

小松昭彦さん、さらに幹事をなさった米山貴光さん、TGしびる会、技術士会の方々などご

準備いただいた会員の皆さん、本当にご苦労様でした。 

 

昭和５６年卒業 石橋研究室 草野聡也 
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